
矢掛町立地適正化計画

◇人口減少や少子高齢化の進展、自然災害の頻発化・激甚化などを背景とし、財政等も含めた持続可能な

都市づくりの推進が必要であることから、行政と町民・民間事業者が協力して持続可能な都市づくりを

進めるための指針となる「矢掛町立地適正化計画」を都市再生特別措置法に基づき策定しました。

矢掛町立地適正化計画
お問い合わせ：矢掛町 建設課管理住宅係 ＴＥＬ：0866-82-1014
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計画の方向性

◇人口減少及び少子高齢化が進展し、今後もその傾向が予測されます。そうした中で、建物用地は拡大し

てきており、人口密度の低下が伺えます。

矢掛町の状況
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出典：社人研・推計人口（H30）

高齢化率
H27：37.0％
R27：44.7％

建物用地■
40年間で
1.6倍

S51 H28

◇人口減少及び少子高齢化がこのまま進み、人口密度が低下すると、店舗などの都市機能や公共交通の衰

退を加速させます。また、防災力の低下も懸念されます。

矢掛町の将来 （このままだと・・・）

◇計画的な土地利用により、中心部における人口密度の確保で都市機能の存続を図るとともに、周辺地区

との多様な公共交通を考え、暮らしの利便性を維持していくことが重要です。

また、災害に対するハード対策とともに、ソフト対策（共助）により、防災・減災をめざすことが重要

です。

矢掛町の将来 （そうならないために）

届出制度

◇以下の行為を行おうとする場合には、行為着手の30日前までに町長への届出が必要となります。

◇この届出制度は、居住誘導区域外における大規模な住宅開発の動向を町が把握することを目的としてお

り、個人の建築行為等を監視、抑制するものではありません。

【都市機能誘導区域外】（法第108 条第1項、第2項、第108条の2 ）

＜開発行為＞ ①誘導施設を有する建築物の建築目的の開発行為を行おうとする場合

＜建築等行為＞ ①誘導施設を有する建築物を新築しようとする場合

②建築物を改築し誘導施設を有する建築物とする場合

③建築物の用途を変更し誘導施設を有する建築物とする場合

【都市機能誘導区域内】（第108条の2 ）

○誘導施設を休止または廃止しようとする場合

【居住誘導区域外】（法第88 条第1項、第2項）

＜開発行為＞ ①３戸以上の住宅の建築目的の開発行為を行おうとする場合

②１戸又は２戸の住宅の建築目的の開発行為で、その規模1,000㎡以上の場合

＜建築等行為＞ ①３戸以上の住宅を新築しようとする場合

②建築物を改築し、又は建築物の用途を変更して３戸以上の住宅とする場合

まちづくりのイメージ

◇計画は、強制的に居住を誘導するものではありません。

地区特性を活かした土地利用を展開し、多様なニーズに応じた暮らしの場を提供します。

また、まちづくり全体として、公共交通の利便性を考えていきます。



【まちづくりの目標】

人と地域を繋ぎ 豊かさを未来に紡ぐ
対流・交流促進のまち 矢掛

①人と地域が繋がるまちづくり

○地域特性や需要に応じた交通手段やサー

ビス水準を確保し、都市拠点と町内各地

域の交通アクセスの向上を図ります。

○矢掛駅（鉄道）及び弦橋北詰交差点周辺

（車）の交通結節機能を高めるとともに、

ニーズに応じた都市機能の充実や景観形

成など魅力の向上に努めます。

○幹線道路、生活道路など町内外の連携を

踏まえた交通ネットワークを構築すると

ともに、役割に応じた交通関連施設等の

整備を行い、道路機能の向上に努めます。

②豊かさを未来に紡ぐまちづくり

○持続可能なまちづくりを目指し、既に一定の都市機能が

集積し、交通利便性の高い地域を都市拠点に位置付け、

既存ストックを有効活用しながら、魅力や都市機能、交

通利便性の維持・向上に努めます。

○一定の人口密度の確保により都市拠点の魅力等の維持・

向上し、交通弱者などが歩いて暮らせる利便性の高い地

域の形成を目指し、徒歩あるいは公共交通等で容易にア

クセスできる区域の快適で安全・安心な居住環境の創出

を図ります。

○生活利便性の高い地域だけでなく、住み慣れた地域、職

住近接の地域、自然豊かな地域など、多様なニーズに応

じた暮らしの場を提供します。

都市交流拠点

⇒都市活動や観光交流の中核

としての機能を果たす拠点

地域生活拠点

⇒生活の中心としての機能を

果たす拠点

コミュニティ拠点

⇒コミュニティ（地区）の中心

商業集積地

⇒生活関連の商業施設が集積する

地区
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まちづくりの方針

【まちづくりの主要課題】

【人口等】
・持続可能で暮らしやすいまちづくり
・交通利便性の向上、都市機能の充実
・計画的な土地利用

【公共交通】
・公共交通のサービス水準を維
持・向上

【都市機能】
・地域特性に応じた適正配置
・選択と集中による効果の最大化
・公共施設の集約・再配置

【高齢者の福祉・健康】
・歩いて暮らせるまちづくり

【防災】
・安全・安心なまちづくり

【財政等】
・既存ストックの有効活用
・施策の重点化や効率化、広域連携の強化

都市の骨格構造

国土連携軸

⇒山陽自動車道

広域連携軸

⇒国道486号及び井原鉄道

地域生活軸

⇒町内各地域と都市交流拠点を繋ぐ軸。具体の路線を

示すものではないが、日常移動の基盤となる道路の

整備や交通手段となる公共交通の充実を図る

誘導区域と誘導施設

居住誘導区域

≫都市機能誘導区域及びそ

の周辺、都市機能誘導区

域へのアクセスが容易な

区域、一定の人口集積が

ある区域。自然保全や防

災などの観点から含める

ことが望ましくない区域

を除く。

都市機能誘導区域

≫既に一定の都市機能が集

積し、中核として高次な

役割が求められ、アクセ

スの利便性が高く、周辺

に一定の人口集積がみら

れる区域。

【誘導施設】

福祉施設等（総括サービ

ス）、病院、認定こども

園、子育て施設等、図書

館、交流施設等、銀行等、

町役場庁舎

防災指針

防災まちづくりの施策

【回避】届出制度による居住誘導区域への立地誘導 【回避】ハザードエリアからの移住等

【低減】小田川等の河川整備 【低減】砂防関連施設の整備

【低減】大規模盛土造成地における安全性把握調査 【低減】避難路の安全性、オープンスペース等の確保

【低減】住宅等の浸水対策、耐震・不燃化の促進 【低減】矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区防災計画の策定

【低減】避難所など、防災に資する公共施設の適正
配置、維持管理、機能向上

【低減】復興事前準備の推進

【低減】情報伝達手段（避難情報など）の充実 【低減】自主防災組織、防災リーダーの育成

【低減】各種団体等による防災訓練等の支援 【低減】要配慮者利用施設における、避難確保計画の作成等

【低減】発災時の事業継続、早期復旧体制の構築 【低減】災害に備えた備蓄の充実

【低減】防災協定の締結 【低減】啓発活動の推進

【低減】学校教育を通じた防災意識の醸成 【低減】災害情報等の積極的な発信


